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	(5) 加熱炉管がポリチオン酸対策対象機器の場合は別途対策を講じること。

(2)(9) 監視窓より各々のバーナーについてガス検知を行う。

(4)(11) 不活性ガス又は、スチームでパージを行い並行して可燃性ガス流入原因を調査する。

(13) 加熱炉の点火は夜間実施しないこと。（運転管理基準）

(13)(15)

ｱ. 点火時炎が消え易いので、ダンパーを絞り気味で行う。

ｲ. 点火に失敗したら直ちに元バルブを閉めて、再パージ・ガス検知等の安全を確認して再点火する。

ｳ. 点火時は保護面を着用のこと

ｴ. バーナー点火は他のバーナーより呼び火を行ってはならない

ｵ. ガスバーナー点火前ガスをフレアーに抜いていた場合、点火後は停止する。オイルバーナーは点火後循環を停止する。

(18)漏れ検査はガスバーナーの場合、石鹸水、オイルバーナーの場合、目視で行う。 

(19)メインバーナー増加時、局部加熱をしないようにバランスをとって点火する。

	
  加熱炉まわりのフロー例


開始





下記のことを確認すること


・加熱炉チューブ内に必要最少流量以上が流れていること


・圧力調節弁（温度調節弁）のミニマムセットの仮設定が終了していること


・パイロット、メインバーナー元バルブが閉っていること


・燃料ガスがバーナー元バルブまで確立されていること


・燃料油の循環が正常でバーナー元バルブが閉っていること


・アトマイジングスチームが確立され正常であること





炉内ガス検知を実施する





加熱炉周辺で燃料ガス等の漏れのないことをガス検を実施し確認する





スナッフィングスチームで炉内をパージする





点火前の炉内ガス検知を実施する








炉内（チューブ、キャスター）、燃焼炎等に異常の無いことを確認する





可燃性


ガスの


パージ





燃料ガス中にドレンの無いことを確認する





パイロットバーナーの燃焼状態を点検する





メインバーナーを点火する





終了





  ガス濃度は


爆発下限界の1/5


 以下であるか





ブロワーを起動し炉内をパージする





ガス濃度は


０％であるか





係長立合のもとでパイロットバーナーに点火する





フレキシブルホース、フランジ等の漏れのないことを確認する





昇温速度に伴い順次バーナーを点火する（単－１０２，１０４）





圧力調節弁（温度調節弁）のミニマムセットを行う





炉内に異常の無いことを確認する





空気量、燃焼炎を調整する





可燃性ガスのパージ





ダンパー





フレアー





フレアーバルブ





バーナー元バルブ





ＰＧ





ＰＧ





パイロットＰＣ





ＴＩＣ





遮断弁





 ＦI(FR)





(12）





ヘッダー元バルブ





燃料ガス


     ヘッダー





(7）





(21）





(20）





(19）





(18）





(17）





(16）





(6）





(5）





(4）





(3）





はい





いいえ





(15）





強制通風





自然通風





(2）





(14）





(13）





(10）





(11）





いいえ





はい





(1）





(9）





(8）





ダンパー開度を調節し、適正なドラフトを確保する








